
を
運
行
実
績
に
基
づ
い
て
積
算
し
た
こ
と
や

費
用
対
効
果
を
踏
ま
え
た
イ
ベ
ン
ト
等
の
合

理
化
な
ど
に
よ
り
減
額
と
な
っ
た
。

生
活
交
通
確
保
対
策
運
行
費
補
助
金
の
主

な
減
額
要
因
は
、路
線
バ
ス
の
減
便
に
伴
う
運

行
経
費
に
係
る
補
助
金
の
減
額
に
よ
る
も
の
。

議第15号

三
条
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

議
員
報
酬
が
40
万
円
を
超
え
る
。近
年

は
議
会
も
政
策
立
案
の
主
体
と
し
て
の

役
割
が
強
調
さ
れ
る
が
、議
員
の
資
質
に
つ

い
て
の
見
解
を
伺
う
。

二
元
代
表
制
の
趣
旨
に
鑑
み
て
何
か
言

う
立
場
に
は
な
い
。選
挙
の
結
果
こ
そ

が
評
価
と
考
え
て
い
る
。

討
論

TOURON

議
案
に
対
し
て

意
見
を
主
張
し
ま
す
。

討
論

日
本
共
産
党
議
員
団

議
第
１
号
か
ら
議
第
４
号
、議
第
14
号
か
ら

議
第
17
号
、議
第
19
号
、議
第
22
号
に
つ
い
て

【
反
対
】

議
第
１
号

令
和
８
年
度
三
条
市

一
般
会
計
予
算

一
般
任
用
職
員
報
酬
に
つ
い
て

１
年
ご
と
の
任
用
が
原
則
の
不
安
定
雇
用

だ
。災
害
対
応
も
担
う
大
切
な
公
務
労
働
者

で
あ
り
、行
政
が
率
先
し
て
不
安
定
雇
用
を

進
め
る
こ
と
に
反
対
。

高
齢
者
生
き
が
い
対
策
事
業
費
に
つ
い
て

高
齢
化
に
よ
る
対
象
者
数
の
増
加
等
を
理

由
に
縮
小
す
る
も
の
。88
歳
の
米
寿
の
祝
い

は
継
続
す
べ
き
と
考
え
反
対
。

議
第
２
号

令
和
８
年
度
三
条
市
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

議
第
３
号

令
和
８
年
度
三
条
市
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

議
第
17
号

三
条
市
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
は
、本
来
国
の
責
任

で
財
源
確
保
を
す
べ
き
で
、医
療
保
険
に
上

乗
せ
す
べ
き
で
な
い
と
考
え
反
対
。

議
第
４
号

令
和
８
年
度
三
条
市
介

護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

議
第
19
号

三
条
市
介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

給
与
所
得
控
除
の
最
低
保
障
額
の
引
き
上

げ
が
介
護
保
険
料
の
標
準
段
階
に
影
響
し
、

保
険
料
が
下
が
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。し
か

し
、介
護
保
険
の
計
画
期
間
が
３
年
で
あ
る

こ
と
か
ら
、国
の
指
針
を
踏
ま
え
て
保
険
料

を
令
和
７
年
度
と
同
様
の
額
に
し
て
い
る
。

減
収
分
は
国
が
補
塡
す
べ
き
で
あ
り
反
対
。

議
第
14
号

三
条
市
特
定
乳
児
等
通

園
支
援
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

親
の
就
労
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、す
べ

て
の
子
ど
も
が
保
育
所
を
利
用
で
き
る
よ
う

に
見
直
す
べ
き
で
あ
り
反
対
。

議
第
15
号

三
条
市
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
第
16
号

三
条
市
特
別
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

４
年
連
続
の
引
き
上
げ
だ
。イ
ラ
ン
攻
撃

の
影
響
等
で
社
会
経
済
情
勢
が
混
沌
と
し
て

い
る
中
で
あ
り
、引
き
上
げ
に
反
対
。

議
第
22
号

三
条
市
立
学
校
設
置
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

学
校
の
統
合
は
、子
ど
も
の
意
見
を
聞
い

て
対
策
を
行
う
必
要
が
あ
る
。対
策
が
未
整

備
で
あ
り
、時
期
尚
早
と
考
え
反
対
。

討
論

清

風

会

す
べ
て
の
提
出
議
案
に
つ
い
て

【
賛
成
】

議
第
１
号

令
和
８
年
度
三
条
市

一
般
会
計
予
算

一
般
任
用
職
員
報
酬
に
つ
い
て

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
、行
政
運
営
を

安
定
的
に
行
う
た
め
に
不
可
欠
な
経
費
で
あ

る
。

ふ
る
さ
と
三
条
応
援
寄
附
金
推
進
支
援
業
務

委
託
料
４
４
０
万
円
に
つ
い
て

実
績
に
鑑
み
、費
用
対
効
果
は
高
く
、必
要

で
あ
る
。

八
十
里
越
交
流
拠
点
エ
リ
ア
整
備
事
業

19
億
７
６
０
９
万
９
０
０
０
円
に
つ
い
て

八
十
里
越
の
開
通
は
市
に
と
っ
て
も
千
載

一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
。次
世
代
に
活
力
あ
る
地
域

を
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
。

高
齢
者
生
き
が
い
対
策
事
業
に
つ
い
て

社
会
構
造
の
変
化
に
対
応
し
て
政
策
の
見

直
し
を
判
断
す
る
こ
と
は
、介
護
予
防
施
策

の
充
実
と
併
せ
、高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く

り
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、必
要
で
あ
る
。

議
第
２
号

令
和
８
年
度
三
条
市
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

議
第
17
号

三
条
市
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

国
保
財
政
は
、安
定
的
に
運
営
す
る
必
要

が
あ
る
。中
期
的
な
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
基
づ
き
算
定
し
て
お
り
、反
対
す
べ
き
理

由
は
な
い
。

議
第
３
号

令
和
８
年
度
三
条
市
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

議
第
４
号

令
和
８
年
度
三
条
市
介

護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

議
第
19
号

三
条
市
介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

本
議
会
に
お
い
て
議
論
す
べ
き
予
算
の
内

容
に
反
対
す
べ
き
理
由
は
な
い
。

議
第
14
号

三
条
市
特
定
乳
児
等
通

園
支
援
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

子
ど
も
の
育
ち
を
社
会
全
体
で
支
え
る
た

め
、賛
成
す
べ
き
で
あ
る
。

議
第
15
号

三
条
市
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
第
16
号

三
条
市
特
別
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

三
条
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
を

尊
重
し
、賛
成
す
べ
き
で
あ
る
。

議
第
22
号

三
条
市
立
学
校
設
置
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

課
題
等
は
統
合
ま
で
に
対
応
で
き
、教
育

環
境
の
早
期
充
実
を
図
る
た
め
に
も
、今
定

例
会
で
改
正
す
べ
き
で
あ
る
。

討
論

無

所

属

議
第
１
号
に
つ
い
て

【
反
対
】

議
第
１
号

令
和
８
年
度
三
条
市

一
般
会
計
予
算

ふ
る
さ
と
三
条
応
援
寄
附
金
推
進
支
援
業
務

委
託
料
４
４
０
万
円
に
つ
い
て

三
条
市
の
令
和
８
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
は

35
億
円
。成
り
行
き
や
受
け
身
、待
ち
の
営
業

で
売
り
上
げ
は
獲
得
で
き
な
い
。入
る
を
量

り
て
出
ず
る
を
制
す
。入
る
が
減
る
の
で
あ

れ
ば
、出
る
経
費
を
削
減
さ
せ
る
の
は
定
石
。

元
三
条
市
Ｃ
Ｍ
Ｏ
で
あ
る
澤
氏
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
、減
額
の
見
込
み
を
認
め
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。ま
た
、前
例
主
義
や
過
去
の

延
長
で
い
つ
ま
で
も
澤
氏
に
頼
る
こ
と
は
人

材
育
成
に
も
つ
な
が
ら
な
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
、反
対
す
る
。

八
十
里
越
交
流
拠
点
エ
リ
ア
整
備
事
業

19
億
７
６
０
９
万
９
０
０
０
円
に
つ
い
て

２
回
に
わ
た
る
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場

調
査
の
結
果
か
ら
も
、業
界
関
係
者
お
よ
び

有
識
者
の
判
断
は
、整
備
事
業
を
進
め
る
に

は
三
条
市
の
資
金
援
助
と
株
式
会
社
下
田
郷

開
発
の
尽
力
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い

う
結
論
で
あ
る
。

初
期
費
用
や
維
持
費
用
、そ
し
て
三
条
市

の
持
ち
出
し
等
を
考
慮
す
る
と
、費
用
対
効

果
、コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
お
寒
い
限
り

で
あ
る
。こ
の
投
資
は
、大
い
に
リ
ス
ク
を
は

ら
ん
で
い
る
。非
常
に
リ
ス
キ
ー
な
の
で
あ

る
。将
来
、資
産
売
却
や
無
償
譲
渡
等
の
最
悪

の
シ
ナ
リ
オ
も
決
し
て
あ
り
得
な
い
こ
と
で

は
な
い
と
考
え
る
。

以
上
の
理
由
か
ら
反
対
す
る
。

討
論

自
由
ク
ラ
ブ

す
べ
て
の
提
出
議
案
に
つ
い
て

【
賛
成
】

令
和
８
年
度
当
初
予
算
案
を
含
む
全
提
出

議
案
に
賛
成
す
る
。本
予
算
案
は
、総
合
計
画

に
基
づ
く
各
種
施
策
や
物
価
高
騰
対
策
を
推

進
す
る
一
方
で
、事
業
の
縮
小
、廃
止
に
よ
る

歳
出
削
減
も
積
極
的
に
断
行
し
て
い
る
。こ

れ
は
、い
わ
ば
二
律
背
反
の
命
題
を
成
し
遂

げ
、市
民
生
活
全
体
に
広
く
目
を
配
っ
た
積

極
的
な
予
算
編
成
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
。

滝
沢
市
長
が
掲
げ
る「
選
び
た
く
な
る
ま

ち
三
条
」の
実
現
に
は
、市
民
、議
会
、行
政

が
一
体
と
な
っ
て
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
不

可
欠
で
、特
に
行
政
運
営
に
お
い
て
は
、潜
在

化
し
て
い
る
課
題
を
早
期
に
発
掘
し
て
顕
在

化
さ
せ
、迅
速
に
解
決
し
て
い
く
姿
勢
が
求

め
ら
れ
る
。そ
の
た
め
に
は
、職
員
の
協
力
が

必
要
不
可
欠
で
あ
り
、強
固
な
協
力
体
制
を

築
く
こ
と
で
、施
政
方
針
に
あ
る「
ひ
と
づ
く

り
」を
は
じ
め
と
す
る
諸
施
策
へ
の
果
敢
な

挑
戦
が
可
能
と
な
る
。引
き
続
き
、市
の
ビ

ジ
ョ
ン
実
現
に
向
け
た
積
極
的
な
市
政
運
営

を
強
く
要
望
し
、全
議
案
に
対
す
る
賛
成
の

討
論
と
す
る
。

3月定例会

馬
場
博
文
議
員
の
質
問

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

経
常
経
費
の
増
大
で
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
は
と

て
も
重
要
で
あ
る
が
、令
和
８
年
度
の
目
標

額
と
そ
れ
に
対
す
る
戦
略
は
何
か
。

目
標
額
は
設
定
し
て
い
な
い
が
、令
和

７
年
度
と
同
様
に
寄
附
額
35
億
円
を
想

定
し
て
、新
規
返
礼
品
の
開
拓
な
ど
を
図
り
、

想
定
額
を
上
回
る
よ
う
に
努
め
る
。

長
野
県
須
坂
市
は
産
地
偽
装
で
２
年
間

ふ
る
さ
と
納
税
か
ら
除
外
さ
れ
た
が
、

そ
れ
に
対
し
、ど
の
よ
う
な
対
策
を
取
っ
て
い

る
の
か
。

返
礼
品
提
供
事
業
者
の
工
場
や
農
場
を

直
接
訪
問
し
、出
品
状
況
の
確
認
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
つ
い
て

三
条
市
は
新
潟
空
港
と
の
直
行
便
が
あ

る
台
湾
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
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